
豊島区のこれまでの主な取組（医療的ケア児支援）

◆保護者の負担軽減のため、自宅へ看護師派遣（重症心身障害児（者）等在宅レスパイト事業） 【平成３０年度】

支援時間を９６時間/年から１４４時間/年へ拡充 【令和５年度】

看護師派遣先を自宅に加え、特別支援学校等にも拡大 【令和６年度】

◆医療的ケア児保護者交流会実施 【令和４～６年度】

①保護者負担感・孤立感の解消 障害福祉課

②医療的ケア児・者や重症心身障害児・者が通える場所の確保

◆目白生活実習所の分室「ぷらす」（医療的ケア対応の通所施設）を開設 【令和４年度】

◆障害児通所支援事業所（重心児等）開設時の家賃補助を創設 【令和６年度】

◆事業所における看護師加配の費用補助を創設 【令和６年度】

障害福祉課

③医療的ケア児等コーディネーター配置、医療的ケア児相談窓口開設等

◆障害福祉課に医療的ケア児等コーディネーターを配置＆医療的ケア児相談窓口開設 【令和６年度】

≪医療的ケア児等コーディネーターの役割≫

・ご家族からの相談に応じ、発達段階に応じた障害福祉サービスの個別支援

・各関係機関の支援者に対し、ライフステージに応じて利用できる制度やサービスについてご案内するほか、

庁内の関係部署間における情報共有や連携を促進

◆民間事業者における医療的ケア児等コーディネーター支援に係る体制整備費用補助の創設 【令和６年度】

障害福祉課
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豊島区のこれまでの主な取組（医療的ケア児支援）

④保育を行う体制の拡充に関する主な取組

◆豊島区立保育所等における医療的ケア児ガイドライン作成 【令和５年度】

◆区立保育園（４園）が医療的ケア児受入れ可能園に 【令和６・７年度】

⇒入園に向けた施設改修

◆区立保育園看護師及び受入れ園職員への研修実施 【令和６年度】

◆在籍している医療的ケア児の災害時個別支援計画とBCP（事業継続計画）作成 【令和６年度】

保育課

⑤教育を行う体制の拡充に関する主な取組

◆区立小学校（２校）が医療的ケア児受入れ 【令和６年度】

⇒医療的ケア児２名に対し、学校看護師を各１名配置

⇒うち１校が入学に向けた施設改修を実施

◆学校運営補助員（年１６８日）の活用 【令和６年度】

◆医療的ケア児の個々の状況把握及び決定した合理的配慮事項の実施・確認 【令和６年度】

◆就学先の相談及び学校と教育センター内での支援情報の共有 【令和６年度】

指導課学務課 教育センター

⑥日常生活における支援に関する取組

◆人口呼吸器使用者に対する災害時個別支援計画の策定支援及び自家発電機の給付 【令和３年度ほか】

◆医療的ケア児の一時保育受入れ（千川中複合施設移転後）に向けた準備 【令和６年度】

◆医療的ケア児コーディネーターを児童発達支援センターに設置 【令和７年度】

健康推進課 長崎健康相談所 子ども家庭支援センター


